
 
 

田
中
優
子
さ

ん
は
「
某
自
民
党

議
員
」
の
繰
り
返

し
の
ア
イ
ヌ
民

   （１） 
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族
へ
の
差
別
的
言
動
を
強
く
批

判
し
て
い
る
▼
「
あ
え
て
こ
の

議
員
の
名
前
を
上
げ
な
い
の
は

『
自
民
党
議
員
』
と
い
う
く
く

り
で
十
分
だ
か
ら
」
と
。
黙
認

し
て
い
る
岸
田
首
相
も
自
民
党

も
こ
の
「
某
」
と
同
等
だ
か
ら

▼
岸
田
内
閣
の
支
持
率
は
下
が

り
続
け
て
い
る
。
庶
民
の
声
を

聞
か
ず
、
的
外
れ
の
政
策
を
続

け
る
内
閣
に
、
何
の
未
来
へ
の

期
待
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
。

差
別
的
言
動
の
黙
認
は
、
そ
の

ひ
と
つ
の
現
れ
だ
ろ
う
▼
極
右

の
安
倍
に
見
い
だ
さ
れ
、「
思
想

の
『
し
』
の
字
も
な
い
」。
自
分

の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
人
、
１
㎜

で
も
左
に
立
つ
人
は
皆
左
翼
だ

と
思
い
込
ん
で
い
る
。
岩
盤
右

翼
の
男
た
ち
か
ら
は
「
ジ
ャ
ン

ヌ
・
ダ
ル
ク
」
と
持
て
囃
さ
れ

て
い
る
そ
う
だ
▼
岩
盤
の
下
を

脈
々
と
流
れ
る
フ
ェ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
と
い
う
水
脈
（
す
い
み
ゃ

く
）
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
過
ぎ
た
（
す
ぎ
た
）
も
の

と
し
て
放
置
で
き
な
い
、
と
強

く
思
う
▼
他
民
族
・
多
文
化
共

生
社
会
の
実
現
へ
の
流
れ
は
、

世
界
で
も
日
本
で
も
確
実
に
進

ん
で
い
る
の
だ
か
ら
。（Ⅰ

） 

 
 
 
 
 
 
 

 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 

 

 

■
６
５
歳
雇
止
め 

６
５
歳
を
越
え
た
社
員
の
雇 

止
め
に
つ
い
て
支
社
は
、「
就
業

規
則
に
伴
い
６
５
歳
で
雇
止
め

に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
特
別

な
場
合
に
つ
い
て
は
例
外
も
あ

る
」「
各
局
判
断
で
あ
る
」
と
回

答
。
今
後
高
齢
者
社
会
に
な
り

若
い
層
の
労
働
力
確
保
が
難
し

く
な
り
、
シ
ニ
ア
の
扱
い
方
も

考
え
直
す
べ
き
と
組
合
か
ら
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。 

 
 

 

■
大
幅
増
員 

「
区
画
変
更
」
は
何

を
根
拠
で
行
う
の
か

と
の
質
問
に
、
Ｄ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
等
に
よ
る
近
々
の

物
数
・
個
所
数
・
時
間

等
を
勘
案
し
て
行
っ

て
い
る
。 

ヤ
マ
ト
と
の
協
業

で
の
今
後
の
要
員
に

つ
い
て
会
社
は
「
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
１
で
の
各
局
の

状
況
を
聞
い
て
い
る
」

「
集
中
局
の
要
員
不

足
は
認
識
し
て
い
る
。

必
要
な
人
員
に
つ
い

て
は
集
め
て
い
る
。
普
通
局
も
同

じ
で
す
が
、
他
部
応
援
等
を
活
用

し
て
い
る
」
「
各
局
か
ら
何
人
必

要
と
言
わ
れ
れ
ば
対
応
し
て
い

き
た
い
」
「
集
配
の
土
曜
・
日
曜

日
に
つ
い
て
は
、
二
輪
と
四
輪
と

の
活
用
も
考
え
て
い
る
」
「
新
東

京
で
他
部
応
援
の
際
、
時
給
の
高

い
部
へ
の
応
援
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
く
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

■
勤
務
時
間
管
理 

勤
務
時
間
管
理
に
つ
い
て
、
施

策
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
局
を

参
考
に
全
局
展
開
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
組
合
に
対
し
、
「
各
局

で
の
判
断
、
構
造
上
で
き
な
い
局

所
も
あ
り
、
良
い
施
策
に
つ
い
て

は
各
種
会
議
で
紹
介
し
て
い
る
」

と
回
答
。 

 

今
年
の
酷
暑
、
上
野
局
で
の
冷

 

２０２４年１月１４日（日） 

１３時３０分開場・１４時開始 

文京区民センター３Ａ 

参加費 ２，０００円 

４年ぶりに飲食あり！ 

新入組合員の紹介を 

おこないます 

奮って参加を！ 

房
機
が
機
能
し
な
い
悲
惨
な
事

態
を
抗
議
し
、
各
局
の
総
点
検

の
実
施
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 

■
人
事
評
価 

い
ま
だ
に
意
識
の
低
い
評
価

者
に
対
す
る
指
導
、
期
間
雇
用

社
員
に
対
す
る
評
価
基
準
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、「
今
後
も
指

導
し
て
い
く
」「
期
間
雇
用
者
に

対
し
て
は
決
め
ら
れ
た
基
準
で

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
回

答
。
期
間
雇
用
社
員
は
三
区
出

来
な
け
れ
ば
「
Ａ
あ
り
」
に
な

ら
な
い
が
、
正
社
員
は
一
区
や

二
区
で
も
主
任
に
な
れ
る
。
期

間
雇
用
社
員
の
ス
キ
ル
項
目
を

現
在
や
そ
の
局
所
に
見
合
っ
た

も
の
に
変
え
る
べ
き
と
主
張
し

ま
し
た
。 

 

■
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

認
識
の
低
い
管
理
者
に
対
し

て
の
対
応
に
つ
い
て
、「
適
正
に

指
導
し
て
い
く
。
相
談
で
き
る

体
制
を
今
後
も
維
持
し
て
い

く
」
と
回
答
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
す
る
側
の
意
識
が
な
い
場

合
、
ど
ん
な
指
導
や
教
育
を
し

て
も
無
駄
。
特
に
、
ユ
ニ
オ
ン

の
組
合
が
な
い
職
場
で
起
き
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
管
理
者
が

社
員
に
も
の
言
う
場
合
、
よ
く

考
え
て
行
う
よ
う
、
く
ぎ
を
刺

し
ま
し
た
。 

 
 

                                                 
 

 

１
１
月
１
６
日
、
新
し
く
移
転
し
た
江
東
区
の
東
京
支
社
で

第
１
２
回
定
期
大
会
要
求
の
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
窓

口
で
は
組
合
事
務
室
・
掲
示
板
に
つ
い
て
は
各
局
に
誠
意
あ
る

検
討
の
指
導
を
確
認
、
期
間
雇
用
社
員
の
労
働
条
件
も
各
局
が

誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
整
理
し
ま
し
た
。 

交
渉
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 
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当
面
の
行
動
日
程 

１
２
月
２
日
（
土
） 

東
京
全
労
協

大
会 

新
橋
交
通
ビ
ル 

３
日
（
日
）
兼
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会 

５
日
（
火
）
第
１
７
回
弁
護
団
会
議 

６
日
（
水
）
全
労
連
東
京
地
評
争
議 

支
援
総
行
動 

７
日
（
木
）
第
４
回
東
京
地
本 

執
行
委
員
会 

１
０
日
（
日
）
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯 

行
動 

１
３
時 

国
会
正
門
前 

１
５
日
（
金
）
東
京
地
評 

公
務
部
会
総
会 

１
６
日
（
土
）
東
京
母
親
大
会 

２
２
日
（
金
）
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
前
集
会 

 
 
 
 
 
 
 

１
８
時
３
０
分 

２
０
２
４
年 

１
月
１
１
日
（
木
）
第
５
回
東
京 

地
本
執
行
委
員
会 

１
４
日
（
日
）
新
春
の
つ
ど
い 

（
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
） 

１
５
日
（
月
）
２
０
条
裁
判
追
加 

訴
訟 

地
裁
６
３
１ 

１
３
時
３
０
分 

 

１
９
日
（
金
）
全
労
協
・
東
京
全
労

協
団
結
旗
開
き
（
東
京
都
庁

第
１
庁
舎
３
２
階
職
員
食

堂
）
１
８
時
３
０
分 

２
７
日
（
土
）
第
２
１
回
地
方 

委
員
会 

 

 

 

１月２７日（土）１３時３０分開始 

場所は未定 

   決まり次第お知らせします 

議題：①郵政産業労働者ユニオン 

第１２回中央委員会議案について 

   ②当面の行動 

   ③その他 

 

１， 各局での年末年始繁忙計画書を早期に作成し、労使間での意思疎

通について１１月中に行うこと。 

２， 各支部から各局に提出された年末年始繁忙要求に対しては、誠意

ある回答を 12月８日までに行うこと。 

３， 要員不足のため業務運行が正常に確保されていない郵便局につい

ては、年末年始の業務運行確保のため、早急に要員不足を解消す

ること。 

４， 労働安全衛生について 

➀新型コロナおよびインフルエンザが、職場で発生した時の対応

について明らかにするとともに、コロナが５類移行にともなう

変更点について明らかにすること。 

  ②職場で新型コロナおよびインフルエンザ感染によるクラスタ

ー等が発生した場合の業務運行について明らかにすること。   

  ③ロールパレット等による労働災害防止対策の指導や研修を徹

底すること。また、パレット落下事故防止に向けて、各局内の

施設を総点検するとともに再発防止対策を明らかにすること。   

  ➃四輪・二輪の総点検を行い、不備のある車両は早急に修理また

は更改すること。 

  ⑤各郵便局全フロア―の温度・湿度を必ず適正な数値にするこ

と。 

５， 勤務時間について 

➀勤務時間管理を徹底し、サービス残業をさせないこと。 

②集配部の前日区分・通しについて、「してはいけない」のであ

れば会社の責任でやめさせること。 

③郵便部の休憩・休息は線表とおり休ませること。休憩・休息時

間をズラす場合は上司が必ず指示すること。 

６， １２月２４、２５、３１日、１月１、２、３日の要員配置を明ら

かにすること。 

７， 連続出勤は６日以内とし、１月１日から１月３日までに全職員に

対して休日を確保すること。なお、１月２日と１月３日に週休・

非番を割り振らないこと。 

８， 非番・週休の買い上げは行わないこと。 

９， 施策ゆうパック・年賀はがきの販売に対して、自爆営業を発生さ

せないこと。そのために管理者のコンプライアンス教育を徹底す

ること。また、勤務時間外での端末操作・精算機の使用をさせな

いこと。 

１０， システムの統一で郵便部と窓口部が一緒になった局を明らかに

すること。 

 

 

 

 

１１月１０日提出 

１１月３０日 

回答指定日 
 

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ

の
無
差
別
攻
撃
に
抗
議
す
る
イ

ス
ラ
エ
ル
大
使
館
前
で
の
座
り

込
み
、
銀
座
、
渋
谷
、
新
宿
な

ど
都
内
各
地
で
の
集
会
、
デ
モ

が
連
日
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ガ
ザ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
や

市
民
１
万
５
０
０
０
人
以
上
の

命
が
奪
わ
れ
、
ま
さ
に
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
と
言
え
ま
す
。
一
時
的

な
停
戦
で
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル

は
即
時
撤
退
を
す
べ
き
で
す
。 

パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
を
！
緊
急

行
動
＝
１
１
月
１
９
日
・
新
宿
駅

東
口 

沖
縄
も
日
本
も
戦
場
に
さ
せ
る

な 

国
会
正
門
前
ア
ク
シ
ョ
ン

＝
１
１
月
２
３
日 

 

１
１
月
２
３
日
に
は
国
会
正

門
前
で
「
沖
縄
も
日
本
も
戦
場

に
さ
せ
る
な
」
の
行
動
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。 

沖
縄
本
島
を
含
め
馬
毛
島
、

奄
美
大
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島
、

与
那
国
島
な
ど
で
基
地
の
新

設
、
拡
張
や
ミ
サ
イ
ル
の
配
備

な
ど
軍
事
要
塞
化
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
政
府
は
「
台
湾
有

事
」
口
実
と
し
た
大
軍
拡
に
暴

走
し
て
い
ま
す
。 

武
力
で
平
和
は
作
れ
な
い
こ

と
は
、
先
の
沖
縄
戦
を
見
れ
ば

明
ら
か
で
す
。 

沖
縄
で
同
日
に
開
催
さ
れ
た

県
民
平
和
大
集
会
に
連
帯
す
る

行
動
と
し
て
、
２
０
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

  
こ
こ
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ 


